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(57)【要約】
【課題】目的地の設定操作を容易にしつつ、間違った目
的地に設定してしまうことを防止する技術の提供を課題
とする。
【解決手段】車両の経路を設定する経路設定装置が、表
示装置に目的地として設定可能な場所の選択肢を複数表
示させる選択表示制御部と、前記選択肢に対するユーザ
の選択操作を検出する操作検出部と、前記選択肢に対す
る選択操作を検出した場合に、当該選択肢と他の選択肢
との前記表示装置上における表示距離が閾値未満であれ
ば、前記選択操作が行われた選択肢に基づく前記目的地
の設定を承認するか否かを確認する確認画面を表示させ
る確認表示制御部と、前記確認画面に対して前記目的地
の設定を承認する承認操作が行われた場合、又は前記表
示距離が前記閾値以上の場合に、前記選択操作が行われ
た選択肢に基づいて目的地を設定する設定部とを備える
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両の経路を設定する経路設定装置であって、
　表示装置に目的地として設定可能な場所の選択肢を複数表示させる選択表示制御部と、
　前記選択肢に対するユーザの選択操作を検出する操作検出部と、
　前記選択肢に対する選択操作を検出した場合に、当該選択肢と他の選択肢との前記表示
装置上における表示距離が閾値未満であれば、前記選択操作が行われた選択肢に基づく前
記目的地の設定を承認するか否かを確認する確認画面を表示させる確認表示制御部と、
　前記確認画面に対して前記目的地の設定を承認する承認操作が行われた場合、又は前記
表示距離が前記閾値以上の場合に、前記選択操作が行われた選択肢に基づいて目的地を設
定する設定部と、
を備えた経路設定装置。
【請求項２】
　前記車両の走行状態に応じて前記閾値を変更する請求項１に記載の経路設定装置。
【請求項３】
　前記走行状態が、前記車両の速度、振動、加速度のうち少なくとも一つである請求項２
に記載の経路設定装置。
【請求項４】
　車両の経路を設定する経路設定装置が実行する経路設定方法であって、
　表示装置に目的地として設定可能な場所の選択肢を複数表示させるステップと、
　前記選択肢に対するユーザの選択操作を検出するステップと、
　前記選択肢に対する選択操作を検出した場合に、当該選択肢と他の選択肢との前記表示
装置上における表示距離が閾値未満であれば、前記選択操作が行われた選択肢に基づく前
記目的地の設定を承認するか否かを確認する確認画面を表示させるステップと、
　前記確認画面に対して前記目的地の設定を承認する承認操作が行われた場合、又は前記
表示距離が前記閾値以上の場合に、前記選択操作が行われた選択肢に基づいて目的地を設
定するステップと、
を含む経路設定方法。
【請求項５】
　車両の経路を設定するコンピュータに実行させるための経路設定プログラムであって、
　表示装置に目的地として設定可能な場所の選択肢を複数表示させるステップと、
　前記選択肢に対するユーザの選択操作を検出するステップと、
　前記選択肢に対する選択操作を検出した場合に、当該選択肢と他の選択肢との前記表示
装置上における表示距離が閾値未満であれば、前記選択操作が行われた選択肢に基づく前
記目的地の設定を承認するか否かを確認する確認画面を表示させるステップと、
　前記確認画面に対して前記目的地の設定を承認する承認操作が行われた場合、又は前記
表示距離が前記閾値以上の場合に、前記選択操作が行われた選択肢に基づいて目的地を設
定するステップと、
を含む経路設定プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、経路設定装置、経路設定方法及び経路設定プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、車両の走行時に、自車位置及び目的地までの経路を地図画面上に表示し、経路案
内を行うなどして、運転者の進路決定などに役立てられるナビゲーション装置が広く知ら
れている。このようなナビゲーション装置では、例えば道路地図上に表示された施設のマ
ークを乗員がタッチする等の施設選択操作を行うと、その選択操作にて選択された施設を
目的地として設定することが提案されている（特許文献１）。



(3) JP 2018-115989 A 2018.7.26

10

20

30

40

50

【０００３】
　このように乗員の選択操作に応じて目的地を設定する場合、選択肢となる表示が密集し
ていると、タッチした位置がずれて誤った場所が目的地に設定されてしまう可能性があっ
た。このため、選択操作が行われた際に、目的地として設定してもよいか否かを問い合わ
せる確認画面を表示するナビゲーション装置が提案されている（特許文献２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－２２６９０８号公報
【特許文献２】特開２００８－１１６２６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献２のように、選択操作が行われた際、確認画面を表示し、改めて乗員が確認の
操作を行った場合に目的地に設定する構成とすれば、誤った目的地が選択されることを防
止できる。しかしながら、選択肢となる表示が密集しておらず、明らかにタッチする位置
を誤る可能性が無い場合にまで確認画面を表示する構成とすると、無駄に確認の手間が増
えてしまい煩わしいという問題があった。
【０００６】
　そこで本発明は、目的地の設定操作を容易にしつつ、間違った目的地に設定してしまう
ことを防止する技術の提供を課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、上述した課題を解決するため、
　車両の経路を設定する経路設定装置であって、
　表示装置に目的地として設定可能な場所の選択肢を複数表示させる選択表示制御部と、
　前記選択肢に対するユーザの選択操作を検出する操作検出部と、
　前記選択肢に対する選択操作を検出した場合に、当該選択肢と他の選択肢との前記表示
装置上における表示距離が閾値未満であれば、前記選択操作が行われた選択肢に基づく前
記目的地の設定を承認するか否かを確認する確認画面を表示させる確認表示制御部と、
　前記確認画面に対して前記目的地の設定を承認する承認操作が行われた場合、又は前記
表示距離が前記閾値以上の場合に、前記選択操作が行われた選択肢に基づいて目的地を設
定する設定部とを備えた。
【０００８】
　このように、本発明の経路設定装置は、目的地を設定するための選択肢の表示が密集し
ていれば、確認画面を表示させ、選択肢の表示が密集していなければ、確認画面を表示さ
せずに目的地の設定を行うことで、承認操作の煩わしさを軽減している。これにより、目
的地の設定操作を容易にしつつ、間違った目的地に設定してしまうことを防止することが
できる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、目的地の設定操作を容易にしつつ、間違った目的地に設定してしまう
ことを防止する技術を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、運転制御システムの機能ブロック図である。
【図２】図２は、ナビゲーション装置又は自動運転制御コンピュータのハードウェア構成
の一例を示す図である。
【図３】図３は、ナビゲーション装置が、経路設定プログラムに従って実行する経路設定
方法の処理手順を示す図である。
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【図４】図４は、高速道路を走行している際の選択肢の表示例を示す図である。
【図５】図５は、一般道を走行している際の選択肢の表示例を示す図である。
【図６】図６は、確認画面の表示例を示す図である。
【図７】図７は、表示距離の説明図である。
【図８】図８は、経路設定方法の変形例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について説明する。以下の実施形態の構成は例
示であり、本発明は実施形態の構成に限定されない。
【００１２】
　　〈システム構成〉
　図１は、運転制御システムの機能ブロック図である。図１に例示の運転制御システム１
は、車両に搭載したナビゲーション装置１０と、検出装置２０と、制御機構３０と、自動
運転制御コンピュータ４０とを備える。なお、本実施形態では、自動運転制御コンピュー
タ４０を備えた例を示したが、本発明において自動運転制御コンピュータ４０は必須の構
成ではなく、自動運転制御コンピュータ４０を省略した構成としてもよい。
【００１３】
　ナビゲーション装置１０は、運転者や同乗者といったユーザの操作に応じて目的地や経
由地を設定し、目的地までの経路案内（ナビゲーション）を行う。また、ナビゲーション
装置１０は、設定した目的地や経由地を含む経路情報を自動運転制御コンピュータ４０に
提供することで、目的地までの自動運転を行わせる。ナビゲーション装置１０は、本発明
における経路設定装置の一形態である。なお、ナビゲーション装置１０は、音楽を再生す
るオーディオ機能や、動画の再生やテレビ放送の表示を行うビジュアル機能を備えたオー
ディオ・ビジュアル・ナビゲーション一体型の電子機器（ＡＶＮ機とも称す）であっても
良い。
【００１４】
　ナビゲーション装置１０は、表示装置１１や、選択表示制御部１２、操作検出部１３、
確認表示制御部１４、経路設定部１５、位置情報取得部１６、出力制御部１７、ＧＰＳ（
Global Positioning System）アンテナ１０１、加速度センサ１０２、スピーカ１０３を
備えている。
【００１５】
　表示装置１１は、液晶表示素子や有機ＥＬ(Electro-Luminescence)パネル等の表示素子
（不図示）を備え、画像を表示する装置である。また、表示装置１１は、表示素子の表示
領域と重畳して配置されたタッチパネル（不図示）を備えている。
【００１６】
　選択表示制御部１２は、表示装置１１にサービスエリアやパーキングエリア等、目的地
として設定可能な場所の選択肢を地図情報から抽出して複数表示させる。
【００１７】
　操作検出部１３は、選択肢に対するユーザの選択操作等のユーザによる操作を検出する
。本例の操作検出部１３は、表示装置１１の表示領域と重畳して配置されたタッチパネル
からの入力に基づいて、ユーザが表示装置１１に表示された選択肢等の操作対象に触れる
ように操作（以下、タッチ操作とも称す）を行った場合に、このタッチ操作を示す情報（
操作情報）を検出する。
【００１８】
　例えば、操作検出部１３は、タッチパネルのタッチ（接触）された位置や、接触されて
いた時間、接触された位置の移動、接触された強さ等をユーザの操作情報として検出する
。また、操作検出部１３は、接触された位置を検出した場合に、当該位置に表示されてい
る選択肢を選択する操作（選択操作）として検出する。また、操作検出部１３は、単に接
触位置を検出することに限らず、所定時間以上の接触を長押し、所定時間以下の接触をタ
ップ、接触位置の移動をフリックとして検出し、これらの操作が行われた場合に、当該位
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置に表示されている操作対象に対する選択操作がおこなわれたことを検出してもよい。更
に、操作検出部１３は、所定値以上の強さ（圧力）で接触された場合に、この位置に表示
されている操作対象に対する選択操作として検出してもよい。
【００１９】
　なお、タッチパネルは、表示装置１１の表示領域と重畳して設けられるものに限らず、
表示装置１１とは異なる位置に配置されたタッチパッド等の入力デバイスとしてもよい。
例えば、表示装置１１が、フロントガラスの車内側に表示内容を映し出すヘッドアップデ
ィスプレイであり、タッチパネルがセンターコンソール等に配置されたタッチパッド等の
入力デバイスである構成であってもよい。この場合、ユーザは、タッチパッドへのタッチ
操作を行って、ヘッドアップディスプレイに表示されたカーソル（ポインター）を操作し
、ヘッドアップディスプレイに表示させた操作対象に対する選択操作等の操作を行う。タ
ッチパッドが、この操作情報をナビゲーション装置１０に入力し、操作検出部１３は、こ
の操作情報に基づいて、ユーザによる選択操作等の操作を検出する。
【００２０】
　確認表示制御部１４は、選択肢に対する選択操作を検出した場合に、当該選択肢と他の
選択肢との表示装置１１上における表示距離が閾値未満である場合、換言すると選択肢の
表示が密集している場合、当該選択操作が行われた選択肢に基づく目的地の設定を承認す
るか否かを確認する確認画面を表示装置１１上に表示させる。なお、前記表示距離が閾値
以上である場合、換言すると選択肢の表示が密集していない場合、確認表示制御部１４は
、前記確認画面を表示させない。
【００２１】
　経路設定部１５は、前記確認画面に対して目的地の設定を承認する承認操作が行われた
ことを検出した場合、又は前記表示距離が前記閾値以上の場合に、選択操作が行われた選
択肢に基づいて目的地を設定する。
【００２２】
　位置情報取得部１６は、ＧＰＳアンテナ１０１を介して、ＧＰＳの複数の衛星からＧＰ
Ｓ信号を受信し、このＧＰＳ信号に基づいて車両の位置情報を算出する。また、位置情報
取得部１６は、加速度センサ１０２やジャイロによって検出した車両の動きに基づいて車
両の位置を自律的に求める機能を有していてもよい。
【００２３】
　出力制御部１７は、表示装置１１への表示出力やスピーカ１０３からの音声出力を制御
する。例えば、出力制御部１７は、経路設定部１５で設定した経路情報や自車両の位置を
地図情報と重畳させて表示装置１１に表示させ、経路案内を行う。また、出力制御部１７
は、経路設定部１５で設定した経路情報や位置情報取得部１６で取得した位置情報を自動
運転制御コンピュータ４０へ出力する。
【００２４】
　検出装置２０は、車両の周囲の状況及び当該車両の走行状態を検出する装置であり、本
例では、カメラ２１、ミリ波レーダ２２、車速センサ２３を備えている。
【００２５】
　カメラ２１は車両の周囲の画像を撮影する。カメラ２１は、車両の前方、後方、側方等
、撮影方向に合わせて複数設けられてもよい。ＥＣＵ２４は、例えば、カメラ２１で撮影
した現在の画像と過去の画像とを路面（平面）を基準として比較し、この差分に基づいて
障害物（立体物）を検出する。また、ＥＣＵ２４は、カメラ２１で撮影した現在の画像か
ら、車線や道路標識等の道路情報を抽出する。そして、ＥＣＵ２４は、障害物の情報や道
路情報を自動運転制御コンピュータ４０へ入力する。
【００２６】
　ミリ波レーダ２２は、周囲にミリ波（波長が1～10mm程度で、周波数が30G～300GHzの電
波）を送信し、物標からの反射波を受信して、送信波と反射波との偏差に基づいて物標と
の相対距離や物標の相対速度等を求める。ＥＣＵ２５は、ミリ波レーダ２２によって求め
た物標との相対距離や物標の相対速度の情報を自動運転制御コンピュータ４０へ入力する
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。
【００２７】
　車速センサ２３は、車軸等の回転に伴うパルス信号（車速パルス）を検出する。ＥＣＵ
２６は、車速センサ２３で検出した車速パルスに基づいて、車両の速度を求め、ナビゲー
ション装置１０及び自動運転制御コンピュータ４０へ入力する。
【００２８】
　制御機構３０は、自動運転制御コンピュータ４０の制御に応じて、車両の加速、操舵及
び制動の少なくとも一つを調整する機構である。本例の制御機構３０は、ステアリング制
御機構３１、ブレーキ制御機構３２、及びスロットル制御機構３３を備えている。ステア
リング制御機構３１は、自動運転制御コンピュータ４０の制御に基づいて操舵を行い、車
両の進行方向を調整する。ブレーキ制御機構３２は、自動運転制御コンピュータ４０の制
御に基づいてブレーキを動作させ、車両を減速又は停止させる。スロットル制御機構３３
は、自動運転制御コンピュータ４０の制御に基づいてエンジンへの燃料供給やモータへの
電力供給を行い、車両の加速を調整する。
【００２９】
　自動運転制御コンピュータ４０は、検出装置２０で検出した車両の周囲の状況に応じて
制御機構３０を制御し、ナビゲーション装置１０から取得した経路情報に従って目的地へ
車両を走行させる自動運転を行う。なお、本例において、自動運転とは、自動運転制御コ
ンピュータ４０が車両の加速、操舵及び制動の少なくとも一つを制御する状態である。例
えば、日本政府や米国運輸省道路交通安全局 (NHTSA)が定義している自動化のレベルにお
いて、レベル１以上、望ましくはレベル３以上の制御を自動運転制御コンピュータ４０が
行う。
【００３０】
　図２は、ナビゲーション装置１０又は自動運転制御コンピュータ４０のハードウェア構
成の一例を示す図である。ナビゲーション装置１０又は自動運転制御コンピュータ４０は
、図２に例示のように、接続バス２１０によって相互に接続されたＣＰＵ（Central Proc
essing Unit）２０１、メモリ２０２、入出力ＩＦ２０３を有する。ＣＰＵ２０１は、ナ
ビゲーション装置１０全体の制御又は自動運転制御コンピュータ４０全体の制御を行う中
央処理演算装置である。ＣＰＵ２０１はプロセッサとも呼ばれる。ただし、ＣＰＵ２０１
は、単一のプロセッサに限定される訳ではなく、マルチプロセッサ構成であってもよい。
また、単一のソケットで接続される単一のＣＰＵ２０１がマルチコア構成であってもよい
。
【００３１】
　メモリ２０２は、主記憶装置と補助記憶装置とを含む。主記憶装置は、ＣＰＵ２０１の
作業領域，プログラムやデータの記憶領域，通信データのバッファ領域として使用される
。主記憶装置は、例えば、Random Access Memory（ＲＡＭ），或いはＲＡＭとRead Only 
Memory（ＲＯＭ）との組み合わせで形成される。主記憶装置は、ＣＰＵ２０１がプログラ
ムやデータをキャッシュしたり、作業領域を展開したりする記憶媒体である。主記憶装置
は、例えば、フラッシュメモリ、ＲＡＭ（Random Access Memory）やＲＯＭ（Read Only 
Memory）を含む。補助記憶部は、ＣＰＵ２０１により実行されるプログラムや、動作の設
定情報などを記憶する記憶媒体である。補助記憶装置は、例えば、ＨＤＤ（Hard-disk Dr
ive）やＳＳＤ（Solid State Drive）、ＥＰＲＯＭ（Erasable Programmable ROM）、フ
ラッシュメモリ、ＵＳＢメモリ、メモリカード等である。
【００３２】
　入出力ＩＦ２０３は、ナビゲーション装置１０又は自動運転制御コンピュータ４０に接
続するセンサや操作部、ＥＣＵ等の機器との間でデータの入出力を行うインターフェース
である。なお、上記の構成要素はそれぞれ複数に設けられてもよいし、一部の構成要素を
設けないようにしてもよい。
【００３３】
　ナビゲーション装置１０では、ＣＰＵ２０１が、経路設定プログラムを実行することに
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より、図１に示す選択表示制御部１２や、操作検出部１３、確認表示制御部１４、経路設
定部１５、位置情報取得部１６、出力制御部１７といった各処理部として機能する。但し
、上記各処理部の少なくとも一部の処理がＤＳＰ（Digital Signal Processor）、ＡＳＩ
Ｃ（Application Specific Integrated Circuit）等によって提供されてもよい。また、
上記各処理部の少なくとも一部が、ＦＰＧＡ（Field-Programmable Gate Array）等の専
用ＬＳＩ（large scale integration）、その他のデジタル回路であってもよい。また、
上記各処理部の少なくとも一部にアナログ回路を含む構成としてもよい。
【００３４】
　〈経路設定方法〉
　図３は、ナビゲーション装置１０が、経路設定プログラムに従って実行する経路設定方
法の処理手順を示す図である。
【００３５】
　ナビゲーション装置１０は、処理の開始指示を受けた場合や車両の電気系統がＯＮとな
った場合に、図３の処理を開始する。
【００３６】
　先ず、ナビゲーション装置１０は、地図情報から目的地又は経由地として設定可能な地
点を抽出し、選択肢として表示装置１１に表示させる（ステップＳ１０）。図４は、高速
道路を走行中に現在地点よりも先に存在するサービスエリアやパーキングエリアを所定個
数（図４の例では３個）抽出し、選択肢４１～４３として示している。また、図５は、一
般道を走行中に現在地点よりも進行方向に存在するコンビニエンスストアやガソリンスタ
ンド（電気自動車の場合、充電スタンド）、道の駅を抽出し、選択肢４４～４６として示
している。
【００３７】
　次にナビゲーション装置１０は、選択肢４１～４６に対する選択操作が行われたか否か
を判定する（ステップＳ２０）。ここで、選択肢４１～４６に対してタッチ操作等の選択
操作が行われていないと判定した場合（ステップＳ２０，Ｎｏ）、ナビゲーション装置１
０は、図３の処理を終了する。なお、選択肢４１～４６に対する操作の検出は、タッチ操
作に限らず、長押しやタップ、ダブルタップ、フリック、所定以上に強く押す等の操作を
検出してもよい。
【００３８】
　一方、選択操作が行われたと判定した場合（ステップＳ２０，Ｙｅｓ）、ナビゲーショ
ン装置１０は、当該選択操作が行われた選択肢と他の選択肢との表示装置１１上における
表示距離が閾値未満か否か、換言すると選択肢の表示が密集しているか否かを判定する（
ステップＳ３０）。ここで、選択肢の表示が密集していると判定した場合（ステップＳ３
０，Ｙｅｓ）、即ち表示距離が閾値未満の場合、ナビゲーション装置１０は、当該選択操
作が行われた選択肢に基づく目的地の設定を承認するか否かを確認する確認画面を表示装
置１１上に表示させる（ステップＳ４０）。
【００３９】
　図６は、確認画面の表示例を示す図である。図６では、確認画面６１として、「△□GS
を寄り道として設定しますか？」のように選択された地点の確認を促すメッセージ６２と
、「はい」「いいえ」のように承認するか否かの選択肢６３、６４とを表示している。
【００４０】
　そして、ナビゲーション装置１０は、ユーザが確認画面に対して目的地の設定を承認す
る承認操作を行ったことを検出したか否かを判定する（ステップＳ５０）。ここで、承認
操作が行われていないと判定した場合（ステップＳ５０，Ｎｏ）、例えば確認画面６１の
「いいえ」の選択肢６４が選択された場合、目的地の設定をせずに図３の処理を終了する
。
【００４１】
　一方、承認操作が行われたと判定した場合（ステップＳ５０，Ｙｅｓ）、例えば確認画
面６１の「はい」の選択肢６３が選択された場合、又はステップＳ３０にて選択肢の表示
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が密集していないと判定された場合（ステップＳ３０，Ｎｏ）、ナビゲーション装置１０
は、選択操作が行われた選択肢に基づいて目的地を設定する（ステップＳ６０）。ナビゲ
ーション装置１０は、この目的地の設定後、図３の処理を終了するが、車両の電気系統が
ＯＮとなっている間は、図３の処理を繰り返し実行する。
【００４２】
　このように本実施形態のナビゲーション装置１０は、目的地を設定するための選択肢の
表示が密集していれば、確認画面を表示させて、誤った目的地を設定してしまうことを防
止し、選択肢の表示が密集していなければ、確認画面を表示させずに目的地の設定を行う
ことで、承認操作の煩わしさを軽減している。
【００４３】
　図７は、表示距離の説明図である。図７において、Ｌ１１，Ｌ１２は、各選択肢の外縁
と、隣接する他の選択肢の外縁との間の距離（以下、外縁間距離とも称す）であり、Ｌ２
１，Ｌ２２は、各選択肢の中心と、隣接する他の選択肢の中心との間の距離（以下、中心
間距離とも称す）である。図３のステップＳ３０において、閾値と比較する表示距離は、
外縁間距離Ｌ１１，Ｌ１２であってもよいし、中心間距離Ｌ２１，Ｌ２２であってもよい
。なお、各選択肢Ｓ１～Ｓ４が、複数の選択肢Ｓ１～Ｓ４と隣接し、複数の表示距離が求
められる場合、このうち最短のものをステップＳ３０において閾値と比較する表示距離と
してもよい。例えば、選択肢Ｓ４は、選択肢Ｓ３との中心間距離Ｌ２１よりも選択肢Ｓ２
との中心間距離Ｌ２２の方が長いため、中心間距離Ｌ２１を閾値と比較する表示距離とし
て採用してもよい。
【００４４】
　また、表示距離を複数の方向について求め、各方向の表示距離を当該方向毎に設定した
閾値と比較する構成としてもよい。図７の例では、所定の二方向（例えば画像の縦方向（
Ｙ軸方向）と横方向（Ｘ軸方向））について表示距離を求めている。図７において、表示
距離Ｌ１１は、縦方向における外縁間距離、表示距離Ｌ１２は、横方向における外縁間距
離である。また、表示距離Ｌ２１は、縦方向における中心間距離、Ｌ２２は、横方向にお
ける中心間距離である。また、このように複数の方向について外縁間距離と中心間距離を
求めた場合、中心間距離の長さに応じて同方向の外縁間距離の閾値を設定してもよい。例
えば、選択肢Ｓ１～Ｓ４が横長の形状であっって、横方向の中心間距離が充分に長い場合
、選択操作を行う際の接触位置が横方向に多少ずれても誤って他の選択肢を選択してしま
う可能性が少ない。このため、中心間距離が第一の閾値以上の場合、同方向の外縁間距離
の閾値を所定値よりも小さく設定する。反対に選択肢Ｓ３と選択肢Ｓ４のように、縦方向
の中心間距離Ｌ２１が短い場合に、外縁間距離Ｌ１１も短く、密集して表示されている場
合には、誤って他の選択肢を選択してしまう可能性が高い。このため、中心間距離が第一
の閾値未満の場合、同方向の外縁間距離の閾値を所定値よりも大きく設定する。
【００４５】
　〈変形例〉
　図８は、経路設定方法の変形例を示す図である。図８の変形例では、車両の走行状態に
応じて閾値を変更する構成が異なっており、その他の構成は前述の実施形態と同じである
。このため、前述の実施形態と異なる構成について主に説明し、同一の構成については説
明を省略する。
【００４６】
　図８の処理を開始したナビゲーション装置１０は、前述と同様にステップＳ１０、Ｓ２
０を実行し、ステップＳ２０にて選択操作が行われたと判定した場合（ステップＳ２０，
Ｙｅｓ）、車両の走行状態を検出する（ステップＳ２４）。ここで車両の走行状態とは、
例えば車速センサ２３で検出した車速や、加速度センサ１０２で検出した加速度（例えば
ロール、ピッチ、ヨー）、加速度センサ１０２や振動センサ（不図示）で検出した振動等
である。
【００４７】
　そして、ナビゲーション装置１０は、ステップＳ２４で検出した走行状態に基づいて閾
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値を求め、ステップＳ３０で用いる閾値を更新する（ステップＳ２６）。例えば、車両の
速度や振動、加速度等の走行状況を示す値と閾値とを対応付けて予め記憶装置に記憶して
おき、ステップＳ２６で検出した値と対応する閾値を記憶装置から読み出す。また、走行
状況を示す値と対応する閾値を関数で定義しておき、ステップＳ２６で検出した値をこの
関数に代入して閾値を算出してもよい。なお、ステップＳ３０以降の処理は、前述の図３
と同様である。
【００４８】
　このように本変形例では、走行状態に応じて閾値を変更するので、走行状態に応じて確
認画面を表示させる程度を変更することができる。例えば、振動が多い状況では、誤って
他の選択肢を選択してしまう可能性が高くなるため、閾値を大きく設定し、振動が少ない
状況では閾値を小さく設定する。また、車両の速度が高い場合、表示装置１１に視線を向
けることが難しくなるため、閾値を大きく設定し、速度が低い場合には閾値を小さく設定
する。更に、車両にかかる加速度が大きい場合、選択操作を行うユーザの指等の接触位置
がずれ易くなるため、閾値を大きく設定し、加速度が小さい場合には閾値を小さく設定す
る。
【００４９】
　〈実施形態の作用・効果〉
　上述のように、本実施形態のナビゲーション装置（経路設定装置）１０は、目的地を設
定するための選択肢の表示が密集していれば、確認画面を表示させて、誤った目的地を設
定してしまうことを防止し、選択肢の表示が密集していなければ、確認画面を表示させず
に目的地の設定を行うことで、承認操作の煩わしさを軽減している。これにより、目的地
の設定操作を容易にしつつ、間違った目的地に設定してしまうことを防止することができ
る。
【００５０】
　また、本実施形態のナビゲーション装置１０は、車両の走行状態に応じて閾値を変更す
る。例えば、選択操作の誤りが生じ易い走行状態では閾値を大きく変更し、選択操作の誤
りが生じ難い走行状態では閾値を小さく変更するので、確認画面を表示させる程度を適切
に設定でき、間違った目的地に設定してしまうことの防止と確認画面に対する操作の手間
の軽減とを両立している。
【００５１】
　また、本実施形態のナビゲーション装置１０は、走行状態が、前記車両の速度、振動、
加速度のうち少なくとも一つとしている。これにより、選択操作に影響を与えやすい要素
に応じて閾値を設定し、間違った目的地に設定してしまうことの防止と確認画面に対する
操作の手間の軽減とを両立している。
【００５２】
　以上、本発明の実施の形態を説明したが、これらはあくまで例示にすぎず、本発明はこ
れらに限定されるものではなく、特許請求の範囲の趣旨を逸脱しない限りにおいて、当業
者の知識に基づく種々の変更が可能である。
【００５３】
　また、上記実施形態では、経路設定装置としてナビゲーション装置１０を用いた例を示
したが、これに限らず、スマートフォンや、タブレットＰＣ（Personal Computer）、ノ
ートパソコン、携帯型ゲーム機、ウェアラブルコンピュータ等であってもよい。
【符号の説明】
【００５４】
１　運転制御システム
１０　ナビゲーション装置
１１　表示装置
１２　選択表示制御部
１３　操作検出部
１４　確認表示制御部
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１５　経路設定部
１６　位置情報取得部
１７　出力制御部
２０　検出装置
２１　カメラ
２２　ミリ波レーダ
２３　車速センサ
３０　制御機構
３１　ステアリング制御機構
３２　ブレーキ制御機構
３３　スロットル制御機構
４０　自動運転制御コンピュータ

【図１】 【図２】
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